
水分 粗蛋白 ADF OCW NFC
Ｈ２１ １６．３ ７．５ ４２．３ ７３．５ １５．４
Ｈ２０ １５．８ ７．１ ４２．１ ７２．８ １６．１
Ｈ１９ １６．２ ７．３ ４２．２ ７２．８ １６．１
Ｈ１８ １７．３ ７．７ ４１．８ ７１．５ １７．１
Ｈ１７ １７．４ ９．１ ３９．８ ６７．９ １７．６

表１．乾草の平均値（乾物％）

図１．混播乾草のリグニン（ADL）分布

pH 水分 粗蛋白 ADF OCW NFC
Ｈ２１ ４．２６ ７３．５ １１．９ ４１．６ ７０．１ １０．５
Ｈ２０ ４．２１ ７３．３ １１．９ ４１．２ ６８．７ １０．９
Ｈ１９ ４．３０ ７３．７ １１．８ ４１．７ ６９．３ １０．７
Ｈ１８ ４．３７ ７４．１ １２．４ ４１．１ ６８．７ １０．８
Ｈ１７ ４．２３ ７３．５ １３．１ ３９．１ ６６．０ １２．１

表２．牧草サイレージの平均値（乾物％）

図２．サイレージのOCW分布

図３．サイレージのTDN分布

pH 総酸 乳酸 酪酸 VBN/T-N V-Score
Ｈ２１ ４．２６ １．７５ １．０８ ０．１７ １０．４ ７４．９
Ｈ２０ ４．２１ ２．０４ １．３１ ０．２３ ９．７ ７３．８
Ｈ１９ ４．３０ ２．３７ １．３４ ０．３１ １３．２ ６２．６
Ｈ１８ ４．３７ ２．４０ １．３５ ０．２６ １４．８ ６１．６
Ｈ１７ ４．２３ ２．２１ １．４４ ０．１８ １０．９ ７２．０

表３．牧草サイレージにおける５ヵ年の発酵品質平均値推移

図４．サイレージの乳酸分布

pH 水分 粗蛋白 ADF OCW NFC
Ｈ２１ ５．０３ ４１．９ １０．５ ４１．３ ６９．９ １４．３
Ｈ２０ ４．８８ ４１．４ １０．０ ４１．４ ６９．５ １４．６
Ｈ１９ ４．８９ ４１．９ １０．５ ４０．９ ６８．５ １４．９
Ｈ１８ ４．８７ ４４．５ １０．６ ４１．１ ６９．０ １４．６
Ｈ１７ ４．９８ ４１．０ １１．３ ３７．５ ６５．２ １６．９

表４．ラップサイレージの平均値（乾物％）

平平成成２２１１年年産産粗粗飼飼料料のの傾傾向向
●乾草（１番草）の傾向（表１、図１）
２１年産チモシー主体混播１番乾草の平均値（表１）
を見ると、ここ４ヵ年は粗蛋白質が低く、OCW、ADF
といった繊維が高い傾向が続いています。更に、繊維
の消化性とも関連してくるリグニンの分布を見ると、
昨年よりも５％以上の占める割合が多くなっているの
が分かります（図１）。

●牧草サイレージ（１番草）の傾向（表２、３、４、図
２、３、４）

２１年産牧草サイレージでも低粗蛋白質、高繊維とい
ったここ数年の傾向は引き続いており、更に高繊維の
傾向が強いようです（表２）。OCWの分布を見てみる
と、７０～７５％の割合がここ３ヵ年で一番高いことが分
かります（図２）。また、２１年産TDNについては、例年
分布の中心となるTDN５８～６０ではなく、TDN５６～５８が
分布の中心となっています（図４）。
また発酵品質では、例年に比べて有機酸量が少なく、
総酸や乳酸が低いことが分かります（表３、図４）。発酵
品質の評価となるV-Score平均値を見ると、若干改善傾
向にも見えますが、きちんとした乳酸発酵がされてい
ないサイレージが増えてきているようにも思えます。

ラップサイレージも同傾向にあり、高繊維の影響は
NFCにも表れ、低い傾向となっています（表４）。

●まとめ
２１年産粗飼料は、低粗蛋白質、高繊維傾向が続いて
います。そのため、生産性維持にむけた蛋白質、エネ
ルギーの補給が必要となってきます。給与に際しては
配合飼料等で養分バランスをとるだけでなく、しっか
りと乾物摂取量を確保してあげることも忘れずに行っ
てください。
現在、まさに２１年産粗飼料を給与している時期かと

思います。今回の内容を情報として利用していただけ
ればと考えます。 （分析グループ篠田）
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